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ワクチンの作⽤機序
lmRNAワクチン（ファイザー、モデルナ）

lウイルスベクターワクチン（アストラゼネカ）

Øスパイクタンパク質に対する抗体



スパイクタンパク質の役割

Dinesh DC, et al. PLoS Pathog 2020

⼈の細胞と結合



ワクチンの有効性
lワクチンの有効率が90% とは・・・

u接種群と⾮接種（対照）群の発症率⽐較
ü⾮接種群の発症率よりも接種群の発症率の⽅が90%少な
かった

ü発症リスクが1/10になること



臨床試験における有効率

企業 接種⽤量
発症者数/接種者数

有効率
(%)

接種群 ⾮接種群

ファイザー 30μg (0.3mlL), 
21day interval

0.04% 
(8/18,198)

0.87% 
(162/18,325) 95.0%

モデルナ 100μg (0.5mL), 
28day interval

0.08% 
(11/14,134)

1.31% 
(185/14,073) 94.1%

Polack FP, et al. N Engl J Med 2020
Baden LR, et al. N Engl J Med 2021



ワクチン接種歴別新規陽性者数
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ワクチン接種歴と陽性・⼊院・死亡別

Morbidity and Mortality Weekly Report (MMWR), Sep 17, 2021/70(370;1284-1290

ワクチン2回摂取により重症化・死亡率は下がる



ワクチンの限界

lブレークスルー感染
üコロナワクチン接種後2週間くらいで⼗分な抗体が
得られる

ü⼗分な抗体が得られた後の感染

厚⽣労働省、新型コロナウイルスQ&A、https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/column/0006.html



ワクチン接種歴別新規陽性者数
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ワクチン別・変異株別の有効性

Bernal JL, et al. N Engl J Med 2021



ブレークスルー感染時のウイルス量
全員⼥性

ファイザー製接種
いずれも軽症

患者1 患者2 患者3 患者4

年齢 35 28 40 48

2回⽬からの⽇数 52 47 71 72

ct値 (N1/N2) 34/35 20/20 19/19 25/25

変異株 アルファ アルファ アルファ アルファ

Lange B, et al. N Engl J Med 2021, DOI: 10.1056/NEJMc2108076



ワクチンの効果と限界
l効果の違い

厚⽣労働省、新型コロナウイルスQ&A、https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/column/0006.html



ワクチンの効果と限界
l呼吸器感染症に対するワクチン

厚⽣労働省、新型コロナウイルスQ&A、https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/column/0006.html

重症化阻⽌効果

発病阻⽌効果

感染阻⽌効果



ワクチンの効果と限界

lブレークスルー感染の可能性

l軽症（稀に重症化）

Ø感染させる可能性あり



概要

lワクチンの効果と限界

l感染対策

l治療の現状と今後



感染対策の必要性

lマスク着⽤

l⼿指消毒

lワクチン接種
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感染対策の必要性

l重症化予防の効果は⾼い
üただし、100%ではない

l感染し、他者へ感染させる可能性がある
ü感染させる確率は下がる



感染対策の必要性〜感染⼒↑

lマスク着⽤

l⼿指消毒

lワクチン接種



感染対策の必要性

l病院内での陽性者発⽣

l施設内での陽性者発⽣



感染対策の必要性
l病院内での陽性者発⽣

l施設内での陽性者発⽣

Ø陽性者の隔離

Ø（ごく⼀部であっても）重症化



感染対策の必要性

lマスク・⼿指消毒・ワクチン

Ø換気

Ø体調不良時の対応



感染対策の必要性

lマスク・⼿指消毒・ワクチン

Ø体調不良時はお休みする！



感染対策の必要性

lマスク・⼿指消毒・ワクチン

Øワクチンの追加接種



ワクチンの追加接種（ブースター）

l60歳以上

l5ヶ⽉以上

Ø陽性者の減少

Bar-On YM, et al. N Engl J Med 2021



個⼈防護具

lガウン、⼿袋、マスク、フェイスシールド/ゴーグル
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個⼈防護具

lガウン、⼿袋、マスク、フェイスシールド/ゴーグル

ü着⽤した直後

Ø利⽤者と職員は安全！



個⼈防護具

lガウン、⼿袋、マスク、フェイスシールド/ゴーグル

ü利⽤者のケアをした後

Ø利⽤者と職員は安全？



感染症流⾏時の個⼈防護具

lガウン、⼿袋、マスク、フェイスシールド/ゴーグル

ü利⽤者のケアをした後

Ø基本は交換！



感染症流⾏時の個⼈防護具

lガウン、⼿袋、マスク、フェイスシールド/ゴーグル

ü着⽤前と着⽤後

Ø⼿指消毒（排便後は⽯鹸で⼿洗い）



概要

lワクチンの効果と限界

l感染対策

l治療の現状と今後



治療の現状
l「ロナプリーブ」

u対象：症状発現から7⽇以内で酸素未投与

中外製薬 HP



治療の現状

l抗体カクテル療法

Ø「ロナプリーブ」

ü2種類のウイルス中和抗体

中外製薬 HP

1,200mg プラセボ

29⽇までにCOVID-19により⼊院または死亡した患者

リスク低下 70%

イベント発現例数 7 (1.0%) 24 (3.2%)

COVID-19の症状消失までの期間

短縮期間（中央値、⽇） 4

中央値（⽇） 10 14



治療の現状

l抗体療法

Ø「ゼビュディ」

üウイルス中和抗体

GSK HP

1,200mg プラセボ

29⽇までにCOVID-19により⼊院または死亡した患者

リスク低下 79%

イベント発現例数 6 (1%) 30 (6%)



治療の現状

l対象：中等症から重症

Øレムデシベル

Øデキサメタゾン

Øバリシチマブ



治療の現状

l対象：軽症

Ø抗体療法

Øアビガン

Ø経⼝薬（？）



今後

lいつになったら・・・



まとめ
lウイルスの侵⼊を阻⽌

ü感染対策

lウイルスの感染と増殖を阻⽌
üワクチン接種

l重症化を阻⽌
üワクチン接種・治療薬



まとめ


